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コ
ラ
ム

竹崎城址展望台公園の桜と菜の花（佐賀県太
た

良
ら

町
ちょう

）

竹崎城址展望台は600年前の南北
朝時代に築城された城跡に築かれ
た。およそ６ｍ、日本一の干満差が
生まれる有明海の絶景をパノラマで
楽しめる。引き潮で水面がみるみる干
潟に変わっていく様は、有明海ならで
はの光景。３月下旬から４月上旬は桜、
10月下旬にはコスモスが観賞できる。

写真キャプション

食
品
ロ
ス
削
減
推
進
法
が
施
行
さ
れ
て
半
年
が
経

過
し
た
。
法
律
に
基
づ
く
具
体
的
な
取
組
の
骨
格
も

見
え
て
き
た
。
年
度
末
に
は
国
と
し
て
の
基
本
方
針

が
定
め
ら
れ
、
今
後
は
都
道
府
県
も
ロ
ス
削
減
の
推

進
計
画
の
策
定
に
努
め
る
こ
と
に
な
る
。
同
じ
く
努

力
義
務
で
は
あ
る
も
の
の
、
市
町
村
に
も
計
画
の
策

定
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
地
方
自
治
体
の
活
動
と
し

て
は
、
普
及
啓
発
や
優
れ
た
成
果
に
対
す
る
表
彰
、

フ
ー
ド
バ
ン
ク
な
ど
の
未
利
用
食
品
提
供
活
動
の
支

援
な
ど
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
町
村
の
役
場
に
も
判

断
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

食
べ
ら
れ
る
の
に
廃
棄
さ
れ
た
食
品
の
ロ
ス
を
大

別
す
る
と
、
家
庭
系
の
２
９
１
万
ｔ
と
事
業
系
（
製

造
業
・
流
通
業
・
外
食
産
業
）
の
３
５
２
万
ｔ
か
ら

な
る
（
２
０
１
６
年
度
）。
１
人
当
た
り
年
間
51
㎏

と
い
っ
た
デ
ー
タ
を
ご
存
知
の
読
者
も
お
ら
れ
る
だ

ろ
う
。
な
か
で
も
家
庭
系
の
ロ
ス
は
毎
日
の
食
生
活

に
伴
っ
て
生
じ
る
廃
棄
で
あ
り
、
誰
も
が
自
分
自
身

や
家
族
の
問
題
と
し
て
考
え
る
こ
と
の
で
き
る
テ
ー

マ
で
も
あ
る
。

日
々
の
暮
ら
し
と
直
結
し
て
い
る
食
品
ロ
ス
な
の

だ
が
、
同
時
に
食
品
ロ
ス
削
減
推
進
法
は
国
際
社
会

の
大
き
な
流
れ
を
強
く
意
識
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
前
文
で
は
２
０
１
５
年
に
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採

択
さ
れ
た
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
S
D
G
ｓ
）
に

言
及
し
つ
つ
、
世
界
に
多
数
の
栄
養
不
足
人
口
が
存

在
す
る
中
で
多
く
の
食
料
を
海
外
に
依
存
す
る
日
本

に
と
っ
て
、
真
摯
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
が
食
品
ロ

ス
だ
と
述
べ
て
い
る
。
持
続
可
能
な
開
発
目
標
に
触

れ
て
い
る
と
述
べ
た
が
、
具
体
的
に
は
S
D
G
ｓ
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
12
・
３
が
「
２
０
３
０
年
ま
で
に
小
売
・

消
費
レ
ベ
ル
に
お
け
る
世
界
全
体
の
1
人
当
た
り
の

食
料
の
廃
棄
を
半
減
さ
せ
、
収
穫
後
損
失
な
ど
の
生

産
・
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る
食
品
ロ
ス
を
減

少
さ
せ
る
」
と
宣
言
し
て
い
る
。

単
純
な
話
で
は
な
い
。
こ
の
国
の
食
品
ロ
ス
の
削

減
が
直
ち
に
途
上
国
の
栄
養
不
足
人
口
の
減
少
に
結

び
つ
く
と
も
言
い
が
た
い
。
け
れ
ど
も
、
日
々
の
暮

ら
し
が
国
際
社
会
の
動
向
と
も
つ
な
が
っ
て
い
る
こ

と
を
明
瞭
に
意
識
で
き
る
点
で
、
食
品
ロ
ス
の
問
題

は
地
域
の
人
々
の
視
野
を
広
げ
る
役
割
を
果
た
す
こ

と
に
も
な
る
で
あ
ろ
う
。

福
島
大
学
教
授

生し
ょ
う

源げ
ん

寺じ

　
眞し

ん

一い
ち

日
々
の
暮
ら
し
と
国
際
社
会
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市
町
村
数
の
半
数
近
く
を
占
め

市
町
村
数
の
半
数
近
く
を
占
め�

�
�

�

高
齢
化
が
進
行

高
齢
化
が
進
行

平
成
31
年
4
月
1
日
現
在
、
過
疎
関
係

市
町
村
数
は
８
１
７
（
２
７
９
市
４
１
０

町
１
２
８
村
）
で
あ
り
、
全
国
の
市
町
村

総
数
に
占
め
る
割
合
は
47
・
５
％
で
あ
る
。

過
疎
地
域
の
人
口
は
１
、
０
８
８
万
人

で
あ
り
、
総
人
口
（
1
億
２
、７
０
９
万
人
）

に
占
め
る
割
合
は
全
国
の
８
・
６
％
に
過

ぎ
な
い
が
、
我
が
国
の
総
面
積
（
３
７
７
、

９
７
１
㎢
）
に
占
め
る
割
合
は
59
・
７
％

と
な
っ
て
い
る
。

過
疎
地
域
は
、
全
都
道
府
県
に
存
在
し
、

都
道
府
県
別
に
み
る
と
、
過
疎
地
域
の
市

町
村
数
割
合
の
大
き
い
都
道
府
県
は
、
島

根
県
（
１
０
０
・
０
％
）、
鹿
児
島
県
（
95
・

３
％
）、
秋
田
県
（
92
・
０
％
）、
大
分
県

（
88
・
９
％
）、
愛
媛
県
（
85・０
％
）
と
な
っ

て
い
る
。 

ま
た
、
過
疎
地
域
の
人
口
割
合
の
大
き
い

都
道
府
県
は
、
秋
田
県
（
66
・
４
％
）、
島

根
県
（
47
・
３
％
）、
大
分
県
（
39
・
０
％
）、

岩
手
県
（
38
・
０
％
）、
鹿
児
島
県
（
36
・

５
％
）
と
な
っ

て
い
る
。

我
が
国
の
総

人
口
に
対
す
る

過
疎
地
域
の
人

口
の
割
合
の
推

移
を
み
る
と
、

過
疎
問
題
が
顕

在
化
し
始
め
た

昭
和
35
年
に

は
、
総
人
口
９
、

４
３
０
万
人
に

対
し
過
疎
地
域

の
人
口
は
２
、

０
５
２
万
人
、

構
成
割
合
は

21
・
８
％
で
あ
っ

た
。
そ
の
後
過

疎
地
域
の
人
口
割
合
は
減
少
し
、
平
成
27

年
に
は
、
全
国
1
億
２
、
７
０
９
万
人
に

対
し
過
疎
地
域
１
、
０
８
８
万
人
、
８
・

６
％
と
な
っ
て
い
る
（
図
1
参
照
）。

人
口
増
減
の
過
疎
関
係
市
町
村
数
を
み

る
と
、
人
口
増
加
団
体
は
平
成
22
～
27
年

に
は
8
団
体
と
な
り
過
疎
関
係
市
町
村
全

体
の
１
・
０
％
と
な
っ
て
い
る
。 

一
方
、
人
口
が
5
年
間
で
10
％
以
上
減

少
し
た
団
体
は
、
平
成
22
～
27
年
に
は
３

０
３
団
体
と
な
り
、
過
疎
関
係
市
町
村
全

総
務
省
は
、
過
疎
対
策
の
現
況
に
関
す
る
参
考
資
料
集
と
し
て
、
過
疎
対

策
の
あ
ゆ
み
や
、
過
疎
地
域
の
人
口
、
財
政
、
産
業
、
生
活
環
境
の
整
備
等

の
状
況
等
に
つ
い
て
と
り
ま
と
め
た
、平
成
30
年
度
版「
過
疎
対
策
の
現
況
」

を
発
表
し
た
。
昭
和
30
年
代
以
降
、
生
じ
た
人
口
減
少
に
起
因
す
る
地
域
社

会
の
諸
問
題
に
は
、
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
自
主
的
な
取
組
が
行
わ
れ
る

と
と
も
に
、
国
に
お
い
て
も
財
政
、
金
融
、
税
制
等
総
合
的
な
支
援
措
置
が

講
じ
ら
れ
て
い
る
。

図
１　

過
疎
・
非
過
疎
地
域
人
口
の
推
移
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体
の
37
・
２
％
を
占
め
て
い
る
。 

平
成
22
～
27
年
の
人
口
増
減
率
を
み
る

と
、
5
％
以
上
減
少
し
た
団
体
が
７
４
８

団
体
で
あ
り
、
全
体
の
9
割
強
を
占
め
て

い
る
。

平
成
22
年
か
ら
平
成
27
年
ま
で
で
人
口

が
増
加
し
て
い
る
過
疎
関
係
市
町
村
は
8

団
体
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
市
町
村
に
人

口
増
加
の
主
な
要
因
を
聞
き
取
り
な
ど
に

よ
り
調
査
し
た
と
こ
ろ
、「
自
然
環
境
等

を
求
め
て
の
移
住
・
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
」
や

「
地
元
の
創
意
工
夫
に
よ
る
独
自
の
活
性

化
施
策
に
よ
る
人
口
定
住
」
な
ど
が
要
因

と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
。
な
お
、
人
口
が
増

加
し
た
過
疎
関
係
市
町
村
数
は
、
平
成
12 

年
か
ら
平
成
17
年
ま
で
に
か
け
て
は
24
団

体
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
は
減
少
を
続
け

て
お
り
、
過
疎
地
域
を
取
り
巻
く
状
況
は

一
層
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

年
齢
階
層
別
人
口
の
推
移
を
み
る
と
、

0
～
14
歳
の
階
層
の
構
成
比
は
34
・
８
％

か
ら
10
・
６
％
に
、
生
産
年
齢
人
口
で
あ

る
15
～
29
歳
の
階
層
も
減
少
し
て
い
る
。

65
歳
以
上
の
高
齢
者
階
層
に
つ
い
て
は
、

構
成
比
が
６
・
７
％
か
ら
36
・
６
％
へ
と

大
幅
に
上
昇
し
て
い
る
。
平
成
27
年
の
年

齢
階
層
別
人
口
構
成
比
を
全
国
と
比
較
す

る
と
、
64
歳
以
下
の
全
て
の
年
齢
階
層
に

お
い
て
、
過
疎
地
域
の
構
成
比
は
全
国
よ

り
も
低
い
。
一
方
65
歳
以
上
の
高
齢
者
階

層
の
構
成
比
は
36
・
６
％
と
、
全
国
に
お

け
る
構
成
比
（
26
・
３
％
）
を
10
・
３
ポ

イ
ン
ト
上
回
っ
て
い
る
。

通
信
整
備
は
改
善
し
つ
つ
あ
る
も

通
信
整
備
は
改
善
し
つ
つ
あ
る
も��

生
活
基
盤
に
は
格
差

生
活
基
盤
に
は
格
差

過
疎
関
係
市
町
村
の
歳
入
に
占
め
る
地

方
税
収
割
合
は
13
・
７
％
で
、
全
国
の

32
・
７
％
に
比
べ
て
著
し
く
低
い
。
ま
た
、

市
町
村
の
財
政
力
を
示
す
指
標
で
あ
る
財

政
力
指
数
を
み
る
と
、
平
成
29
年
度
の
財

政
力
指
数
の
平
均
は
０
・
25
で
あ
り
、
全

国
平
均
０
・
51
と
比
べ
て
著
し
く
低
く
、

過
疎
関
係
市
町
村
の
財
政
力
は
極
め
て
ぜ

い
弱
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
（
図
2
参

照
）。 産

業
別
就
業
人
口
割
合
を
み
る
と
、
か

つ
て
第
1
次
産
業
が
中
核
的
な
産
業
で

あ
っ
た
が
、産
業
別
人
口
割
合
を
み
る
と
、

第
1
次
産
業
は
、
昭
和
45
年
か
ら
平
成
27

年
ま
で
の
45
年
間
で
、
44
・
２
％
か
ら

14
・
５
％
へ
と
大
き
く
減
少
し
て
お
り
、

現
在
で
は
、
第
2
次
及
び
第
3
次
産
業
の

人
口
割
合
が
8
割
以
上
を
占
め
て
い
る
。

次
に
、
過
疎
地
域
自
立
促
進
の
基
本
的

条
件
で
あ
る
交
通
体
系
の
整
備
に
つ
い
て

み
る
と
、
道
路
の
改
良
率
、
改
良
済
幅
員

５
・
５
ｍ
以
上
の
整
備
率
は
、
着
実
に
整

備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
国
道
、

都
道
府
県
道
と
も
過
疎
地
域
は
非
過
疎
地
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お車が衝突した場合や台風 ・ いたずら ・ 盗難など偶然な事故で損害を被ったときに、
共済（保険）金をお支払いします。

SJNK17-16682(2017.12.28作成）

図
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�

平
成
29
年
度
市
町
村
歳
入
決
算
の�

�

状
況

地方税

(13.7%)

地方譲与税

(0.9%)

地方特例交付金

(0.0%)

地方交付税

(36.4%)

国庫支出金

(11.1%)

都道府県支出金

(7.3%)

地方債

(10.4%)

その他

(20.1%)

過疎関係市町村 1団体当たり決算

過疎関係市町村

歳入決算額

11,538百万円

地方税

(32.7%)

地方譲与税

(0.7%)

地方特例交付金

(0.1%)

地方交付税

(13.7%)国庫支出金

(15.7%)

都道府県支出金

(6.7%)

地方債

(8.5%)

その他

(21.8%)

全国市町村 1団体当たり決算

全国市町村

歳入決算額

34,435百万円

（備考）１ 総務省「平成 29年度地方財政状況調査」による。 

    ２ 過疎関係市町村は、平成 31 年 4月 1 日現在。 

    ３ 過疎関係市町村には、一部過疎市町村は含まない。
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第3115号

域
を
下
回
っ
て
お
り
、
依
然
と
し
て
格
差

が
み
ら
れ
る
。市
町
村
道
の
整
備
水
準
は
、

昭
和
45
年
度
か
ら
平
成
17
年
度
の
間
に
改

良
率
、
舗
装
率
と
も
著
し
く
改
善
さ
れ
て

い
る
が
、
未
だ
に
全
国
と
の
間
に
は
格
差

が
あ
る
。

遠
隔
な
立
地
と
い
う
過
疎
地
域
の
不
利

な
条
件
を
克
服
す
る
大
き
な
手
が
か
り
と

な
る
情
報
化
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
共
団

体
に
お
け
る
ク
ラ
ウ
ド
の
導
入
状
況
を
み

る
と
、
全
国
１
、
７
４
１
市
区
町
村
の
う

ち
、「
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
を
導
入
」
ま
た

は
「
単
独
ク
ラ
ウ
ド
を
導
入
」
し
て
い
る

団
体
は
９
５
０
団
体
（
54
・
５
％
）
で
あ

る
の
に
対
し
、
過
疎
地
域
で
は
、
８
１
７

市
町
村
の
う
ち
、４
７
１
団
体（
57
・
６
％
）

と
な
り
、
全
国
を
３
・
１ 

ポ
イ
ン
ト
上

回
っ
て
い
る
。

超
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
の
世
帯
カ
バ
ー
率
を
み
る
と
、
移
動

系
で
は
99
・
５
％
と
全
国
と
の
差
は
ほ
ぼ

な
い
。
一
方
、
固
定
系
で
は
97
・
０
％
と

全
国
の
99
・
２
％
と
比
べ
２
・
２
ポ
イ
ン

ト
低
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

生
活
環
境
等
の
整
備
状
況
を
み
る
と
、

上
水
道
、
簡
易
水
道
を
含
め
た
水
道
の
普

及
率
は
、
昭
和
45
年
度
に
は
、
過
疎
地
域

56
・
６
％
に
対
し
全
国
81
・
４
％
と
大
き

な
格
差
が
あ
っ
た
も
の
が
、
平
成
29
年
度

に
は
過
疎
地
域
93
・
１
％
、
全
国
98
・
０
％

と
な
っ
て
お
り
、
格
差
は
か
な
り
縮
小
し

つ
つ
あ
る
も
の
の
、
未
だ
4
・
９
ポ
イ
ン

ト
の
開
き
が
あ
る
。

水
洗
化
率
の
推
移
を
み
る
と
、
平
成
12

年
度
の
46
・
５
％
か
ら
平
成
29
年
度
に
は

76
・
８
％
に
増
加
し
て
い
る
が
、
全
国
と

比
べ
る
と
、な
お
格
差
が
残
さ
れ
て
い
る
。

福
祉
、
医
療
は
依
然
格
差
有
り

福
祉
、
医
療
は
依
然
格
差
有
り

過
疎
地
域
全
体
の
高
齢
者
比
率
（
単
純

平
均
）
は
36
・
７
％
で
あ
り
、
非
過
疎
地

域
の
27
・
４
％
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。

高
齢
者
比
率
の
度
数
分
布
を
み
て
も
、
全

国
の
ピ
ー
ク
が
27
・
５
～
30
・
０
％
で
あ

る
の
に
対
し
て
過
疎
地
域
の
ピ
ー
ク
は

35
・
０
～
37
・
５
％
で
あ
り
、
過
疎
地
域

は
全
国
に
先
行
し
て
高
齢
化
が
進
ん
で
い

る
と
い
え
る
。

65
歳
以
上
人
口
１
万
人
に
対
し
て
の
各

種
高
齢
者
施
設
の
定
員
数
を
み
る
と
、
軽

費
老
人
ホ
ー
ム
を
除
き
、
い
ず
れ
の
施
設

に
つ
い
て
も
、
全
国
平
均
よ
り
多
く
な
っ

て
い
る
。

主
な
専
門
科
別
医
師
数
を
み
る
と
、
過

疎
地
域
は
、
全
国
に
比
べ
て
小
児
科
や
産

婦
人
科
・
産
科
の
医
師
が
少
な
い
。
無
医

地
区
数
を
み
る
と
、
昭
和
53
年
の
１
、
１

・「町村 .com」は、町村関係者の方だけがご利用
いただける専用ページです。

  ご覧になる際は、所定のパスワードが必要にな
ります。

・ユーザー名とパスワードは、各町村にお知らせ
済み（平成18年9月27日付）ですが、 お問い合わせ
は、全国町村会広報部（kouhou@zck.or.jp）まで
お願いいたします。

　全国町村会では、全国の町村との連携を密にし、町村長と町村職員のみなさんの情報収集の利便
性を向上させるため、町村専用ページ「町村.com」を開設しています。
　「町村 .com」では、全国町村会の活動状況や中央省庁などの政策情報を随時ご提供しているほか、
全国の町村の先進的な取り組み事例をはじめ、各種統計資料など様々なデータも公表しています。
　私どもは、「町村 .com」が町村関係者にとって真に役立つホームページとなることを目指し、こ

れからも充実をはかっていきたいと考え
ています。ご覧になったご感想・ご意見を、
下記のメールアドレスにお寄せください。

kouhou@zck.or.jp

町村専用ページ「町村 .com」をご覧になっていますか

 http://www.zck.or.jp/choson/
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第3115号

６
８
地
区
か
ら
平
成
26
年
に
は
５
７
４
地

区
へ
と
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
無
医
地

区
を
有
す
る
市
町
村
は
平
成
21
年
の
２
０

３
か
ら
平
成
26
年
の
２
１
９
と
増
加
し
て

い
る
。
ま
た
、
無
医
地
区
の
約
90
％
が
過

疎
地
域
に
存
在
し
て
い
る
。

小
学
校
及
び
中
学
校
の
状
況
を
み
る

と
、
昭
和
45
年
度
に
比
べ
、
平
成
30
年
度

に
は
児
童
数
が
59
・
６
％
、
生
徒
数
が

65
・
９
％
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
に
伴
い

学
校
数
、
教
員
数
も
減
少
し
て
い
る
。
全

国
の
推
移
を
み
る
と
、
児
童
数
及
び
生
徒

数
は
い
わ
ゆ
る
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
（
昭

和
46
～
49
年
生
ま
れ
）
が
就
学
し
て
い
る

昭
和
55
年
度
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
そ
の
後

減
少
し
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
30
年
度
に

お
け
る
1
学
校
当
た
り
の
児
童
数
及
び
生

徒
数
は
、
児
童
数
が
１
１
８
人
、
生
徒
数

が
１
１
９
人
と
な
っ
て
お
り
、
全
国
と
比

較
す
る
と
、
児
童
数
が
36
・
９
％
、
生
徒

数
が
38
・
４
％
の
水
準
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

過
疎
地
域
に
お
い
て
は
比
較
的
小
規
模
校

が
多
い
こ
と
が
分
か
る
。

高
等
学
校
等
へ
の
進
学
率
は
、
昭
和
60

年
度
以
降
は
全
国
と
過
疎
地
域
と
は
ほ
ぼ

同
様
の
水
準
で
あ
り
、
格
差
は
み
ら
れ
な

い
。
大
学
・
短
期
大
学
進
学
率
及
び
専
修

学
校
進
学
率
は
、平
成
30
年
度
に
お
い
て
、

前
者
で
は
16
・
０
ポ
イ
ン
ト
、
後
者
で
は

２
・
８
ポ
イ
ン
ト
全
国
を
下
回
っ
て
い
る
。

専
門
学
校
進
学
率
で
は
、
平
成
30
年
度
に

お
い
て
、６
・
４
ポ
イ
ン
ト
全
国
を
上
回
っ

て
い
る
。

過
疎
対
策
の
現
況

過
疎
対
策
の
現
況

過
疎
対
策
事
業
債
は
、
都
道
府
県
及
び

過
疎
関
係
市
町
村
計
画
に
基
づ
き
、
過
疎

地
域
の
自
立
促
進
、
振
興
・
活
性
化
等
に

資
す
る
事
業
と
し
て
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

の
両
面
か
ら
幅
広
く
か
つ
総
合
的
に
実
施

さ
れ
て
い
る
。

自
立
促
進
法
に
基
づ
く
自
立
促
進
計
画

（
都
道
府
県
計
画
及
び
市
町
村
計
画
）
に

お
け
る
地
方
公
共
団
体
の
事
業
費
の
実
績

額
の
合
計
は
、
48
兆
３
、
５
１
０
億
円
と

な
っ
て
い
る
。 

平
成
30
年
度
の
自
立
促
進
計
画
に
お
け

る
項
目
を
分
野
別
に
み
る
と
、
緊
急
措
置

法
及
び
振
興
法
に
基
づ
く
事
業
の
約
半
分

を
占
め
て
い
た
「
交
通
通
信
体
系
の
整
備

等
」
の
構
成
比
が
活
性
化
法
以
降
に
減
少

し
て
お
り
、「
生
活
環
境
の
整
備
」、「
医

療
の
確
保
」
の
構
成
比
が
活
性
化
法
以
降

に
増
加
す
る
な
ど
、
過
疎
対
策
事
業
債
の

内
容
は
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
変
化

し
て
い
る
（
図
3
参
照
）。

図
３　

過
疎
対
策
事
業
に
お
け
る
項
目
別
事
業
費
の
実
績
額

 

 

３ 自立促進計画の事業費 

 

(1) 全体事業費 

 自立促進法に基づく自立促進計画（都道府県計画及び市町村計画）における地方公共団

体の事業費の実績額の合計は、48 兆 3,510 億円となっている（図表 3-2-2）。 

 平成 30 年度の自立促進計画における項目別実績額をみると、「産業の振興」が全体の

34.0％を占めており、以下、「交通通信体系の整備、情報化及び地域間交流の促進」

（26.3％）、「生活環境の整備」（15.3％） となっている（図表 3-2-2、図表 3-2-3）。な

お、緊急措置法、振興法、活性化法、自立促進法に基づく実績額の合計は 109 兆 9,485 億円

となっている。 

 

 

 

図表 3-2-2 過疎対策事業における項目別事業費の実績額 
（単位：億円、％） 

区分 産業の振興 

交通通信体

系の整備、

情報化及び

地域間交流

の促進 

生活環境の

整備 

高齢者等の

保健及び福

祉の向上及

び増進 

医療の確保 教育の振興 
地域文化の

振興等 
集落の整備 その他 合計 

緊急措置法 

(S45～54) 

17,524 39,197 8,945 953 9,470 190 2,739 79,018 

(22.2) (49.6) (11.3) (1.2) (12.0) (0.2) (3.5) (100.0) 

振興法 

(S55～H 元) 

48,257 85,942 17,983 2,457 17,085 412 1,534 173,669 

(27.8) (49.5) (10.4) (1.4) (9.8) (0.2) (0.9) (100.0) 

活性化法 

(H2～11) 

106,604 142,673 64,057 11,308 6,211 24,865 1,186 6,384 363,286 

(29.3) (39.3) (17.6) (3.1) (1.7) (6.8) (0.3) (1.8) (100.0) 

自立促進法 

(H12～21) 
69,629 91,919 49,657 9,521 5,330 13,298 2,142 1,003 2,629 245,128 

(28.4) (37.5) (20.3) (3.9) (2.2) (5.4) (0.9) (0.4) (1.1) (100.0) 

(H22～29) 
62,860 59,320 37,715 16,279 9,569 18,668 2,477 1,551 2,470 210,909 

(29.8) (28.1) (17.9) (7.7) (4.5) (8.9) (1.2) (0.7) (1.2) (100.0) 

(H30) 
9,332 7,237 4,206 2,758 938 2,022 299 289 392 27,473 

(34.0) (26.3) (15.3) (10.0) (3.4) (7.4) (1.1) (1.1) (1.4) (100.0) 

自立促進法 計 

(H12～30） 

141,821 158,476 91,578 28,558 15,837 33,988 4,918 2,843 5,491 483,510 

(29.3) (32.8) (18.9) (5.9) (3.3) (7.0) (1.0) (0.6) (1.1) (100.0) 

合計 314,205 426,288 182,563 39,866 25,458 85,408 4,918 4,631 16,148 1,099,485 

(S45～H30) (28.6) (38.8) (16.6) (3.6) (2.3) (7.8) (0.4) (0.4) (1.5) (100.0) 

 
（備考）１ 総務省調べ。 
    ２ （ ）は構成比である。 
    ３ 過疎計画は分野ごとに、ハード事業・ソフト事業が計上されている。 

４ 緊急措置法、振興法において合算されている「生活環境の整備」及び「高齢者等の保健及び福祉の向
上及び増進」の実績額は、合計欄では「生活環境の整備」として集計している。また、緊急措置法、
振興法、活性化法において合算されている「教育の振興」及び「地域文化の振興等」の実績額は、合
計欄では「教育の振興」として集計している。 

５ 平成 28 年度は九州北部豪雨で被災した福岡県朝倉市を除く。 

６ 平成 29 年度は西日本豪雨で被災した愛媛県宇和島市、大洲市を除く。 
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フォーラム

内
子
町
の
概
要

内
子
町
は
、
県
都
松
山
市
か
ら
南
南
西
へ

約
40
㎞
の
位
置
に
あ
る
人
口
１
６
、
４
０
０

人
ほ
ど
の
町
で
す
。
２
０
０
５
年
に
、
旧
内

子
町
、
旧
五
十
崎
町
、
旧
小
田
町
の
三
町
が

合
併
し
、
現
在
の
内
子
町
と
な
り
ま
し
た
。

面
積
は
２
９
９
・
43
㎢
、
町
域
の
８
割
近
く

を
山
林
が
占
め
る
典
型
的
な
中
山
間
地
の
町

で
す
。
気
候
は
、
若
干
寒
暖
の
差
が
あ
る
内

陸
性
気
候
で
す
が
、
平
均
し
て
約
15
度
と
温

暖
で
あ
り
、
年
間
降
水
量
は
約
１
、
５
０
０

～
１
、
６
０
０
㎜
と
、
耕
作
に
適
し
た
地
域

で
も
あ
り
ま
す
。
柿
を
は
じ
め
、
栗
、
ぶ
ど

う
、
梨
、
桃
な
ど
の
産
地
で
、
野
菜
も
葉
も

の
か
ら
根
菜
ま
で
多
様
な
品
種
が
生
産
さ
れ

て
い
ま
す
。

小
田
川
、
中
山
川
、
麓
川
の
３
つ
の
河
川

が
流
入
す
る
内
子
地
区
は
、
交
通
の
要
衝
と

な
っ
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
江
戸
か
ら
明

治
期
に
か
け
て
ハ
ゼ
の
木
か
ら
採
取
さ
れ
る

木
蝋
の
生
産
地
と
し
て
栄
え
、
重
要
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
た
八
日

市
・
護
国
地
区
の
町
並
み
は
、
往
時
の
面
影

を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
内
子
座
な

ど
４
件
の
建
造
物
が
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
県
内
有
数
の
観
光
地
で
す
。
全
国

に
先
駆
け
て
開
設
し
た
道
の
駅
「
内
子
フ

レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
か
ら
り
」
は
、
全
国
６
か

所
の
モ
デ
ル
道
の
駅
に
選
ば
れ
て
お
り
、
年

▲

小
田
川
を
会
場
に
開
催
さ
れ
る
凧
合
戦
（
５
月
５
日
）

▲重要伝統的保存地区に選定された八日市・
護国の町並み

現地レポート 町村独自のまちづくり

愛媛県

内子町
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フォーラム

間
80
万
人
の
利
用
が
あ
り
ま
す
。

五
十
崎
地
区
に
は
、
日
本
棚
田
百
選
に
選

ば
れ
た
「
泉
谷
の
棚
田
」
が
あ
り
、
豊
か
な

農
村
景
観
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
伝
統
的
な

手
漉
き
和
紙
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
、
そ
の

和
紙
を
使
用
し
た
「
い
か
ざ
き
大
凧
合
戦
」

は
４
０
０
年
の
歴
史
を
持
ち
、
日
本
三
大
凧

合
戦
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

小
田
地
区
は
、
小
田
川
の
源
流
域
に
位
置

し
、
面
積
の
約
88
％
を
山
林
が
占
め
る
県
内

有
数
の
林
業
地
帯
で
す
。
標
高
１
、
３
０
０

ｍ
級
の
四
国
山
系
に
あ
る
小
田
深
山
国
有
林

は
景
勝
地
と
し
て
知
ら
れ
、
紅
葉
の
時
期
に

は
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
す
。
四
国
最
大
級

の
ス
キ
ー
場
（
Ｓ
Ｏ
Ｌ–

Ｆ
Ａ
オ
ダ
ス
キ
ー

ゲ
レ
ン
デ
）
も
こ
の
地
に
あ
り
ま
す
。

町
の
主
要
産
業
は
農
業
で
す
が
、
近
年
は

観
光
産
業
の
占
め
る
割
合
も
増
え
て
い
ま

す
。
合
併
時
に
２
０
、
０
０
０
人
を
超
え
て

い
た
人
口
は
、
そ
の
後
の
10
年
間
で
１
割
以

上
減
少
し
、
高
齢
化
率
は
平
成
31
年
４
月
１

日
現
在
で
39
・
１
％
に
達
し
て
い
ま
す
。

キ
ラ
リ
と
光
る

エ
コ
ロ
ジ
ー
タ
ウ
ン
内
子

人
口
減
少
、
高
齢
化
と
い
っ
た
全
国
共
通

の
課
題
に
直
面
し
て
い
る
内
子
町
で
は
あ
り

ま
す
が
、「
キ
ラ
リ
と
光
る
エ
コ
ロ
ジ
ー
タ

ウ
ン
内
子
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の

も
と
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

最
初
に
こ
の
“
エ
コ
ロ
ジ
ー
タ
ウ
ン
”
と

い
う
フ
レ
ー
ズ
が
使
わ
れ
た
の
は
１
９
９
３

年
に
策
定
さ
れ
た「
内
子
町
新
総
合
計
画（
旧

内
子
町
）」
で
し
た
。
こ
れ
は
、
１
９
７
０

年
代
よ
り
展
開
し
て
き
た
町
並
み
保
存
運
動

を
核
と
し
た
歴
史
的
環
境
保
全
運
動
が
、
旧

内
子
町
の
個
性
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
展
開

し
、
観
光
や
地
域
産
業
に
寄
与
し
て
き
た
こ

と
や
、
当
時
の
持
続
可
能
な
開
発
の
実
現
に

向
け
た
世
界
的
な
動
き
を
も
と
に
誕
生
し
た

も
の
で
す
。
小
さ
な
地
方
自
治
体
が
エ
コ
ロ

ジ
ー
タ
ウ
ン
を
掲
げ
、
生
態
系
に
配
慮
し
、

環
境
保
全
に
軸
足
を
お
い
た
政
策
を
展
開
し

始
め
た
こ
と
は
、
先
駆
的
で
あ
っ
た
と
い
え

ま
す
。
以
来
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
的
方
針
と
し
て
使
用
し
続
け
て

い
ま
す
。

内
子
町
が
エ
コ
ロ
ジ
ー
タ
ウ
ン
と
し
て
展

開
し
て
き
た
事
業
に
は
、
環
境
保
全
型
農
業

の
推
進
、
内
子
の
森
づ
く
り
、
近
自
然
工
法

の
推
進
、
と
い
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
、
町

並
み
保
存
運
動
と
と
も
に
内
子
町
が
め
ざ
す

将
来
像
「
町
並
み
、
村
並
み
、
山
並
み
が
美

し
い　

持
続
的
に
発
展
す
る
ま
ち
」
と
し
て

集
約
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
事
業
と
と

も
に
、
さ
ら
に
環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
し
よ
う
と
環
境
基
本
計
画
を
策
定
し
、

実
践
す
る
と
と
も
に
、
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン

構
想
を
ま
と
め
、
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
を
中
心

と
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

エ
コ
ロ
ジ
ー
な
人
づ
く
り

「
エ
コ
見
回
り
隊
」

内
子
町
環
境
基
本
計
画
で
は
、
自
然
・
暮

ら
し
・
環
境
教
育
を
３
本
柱
に
政
策
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
環
境
教
育
の
分
野

に
お
い
て
は
、“
決
め
手
は
担
い
手
”
の
方

針
の
も
と
、
人
づ
く
り
に
重
き
を
置
い
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

環
境
基
本
計
画
な
ど
町
が
取
り
組
む
環
境

政
策
の
各
種
事
業
の
推
進
状
況
や
エ
コ
オ

フ
ィ
ス
づ
く
り
（
省
エ
ネ
や
５
Ｒ
の
推
進
）

を
点
検
す
る
た
め
、
内
子
町
環
境
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
町
民
（
大
人
）

ら
で
組
織
す
る
目
標
設
定
・
監
査
委
員
会
を

組
織
し
て
い
ま
す
が
、
加
え
て
、
子
ど
も
達

に
よ
る
「
エ
コ
見
回
り
隊
」
を
結
成
し
、
取

組
の
一
部
を
点
検
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
も
と
も
と
町
内
の
あ
る
保
育
園
で
取

り
組
ん
で
い
た
独
自
の
事
業
で
、
年
長
児
が

園
の
中
の
電
気
の
消
し
忘
れ
や
水
道
の
閉
め

忘
れ
、
紙
ご
み
の
分
別
に
つ
い
て
、
見
回
り

点
検
を
行
っ
て
い
た
こ
と
に
端
を
発
し
た
も

の
で
す
。
現
在
は
他
の
保
育
園
や
幼
稚
園
、

小
学
校
で
も
結
成
さ
れ
、
実
践
さ
れ
て
い
ま

す
。
点
検
を
通
じ
て
園
児
・
児
童
自
ら
が
自

分
自
身
の
生
活
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
な
る

と
と
も
に
、
さ
ら
に
家
庭
生
活
の
中
で
も
電

気
や
水
、
紙
ご
み
に
気
を
付
け
る
こ
と
で
、

大
人
へ
の
波
及
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。
最

近
は
「
大
人
の
エ
コ
見
回
り
隊
」
を
発
足
し
、

町
の
取
組
を
知
っ
て
も
ら
い
、
家
庭
で
環
境

配
慮
に
取
り
組
ん
で
も
ら
う
き
っ
か
け
づ
く

り
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
ほ
か
、
子
ど
も

達
の
エ
コ
見
回
り
実
施
場
所
を
、
公
共
施
設

か
ら
民
間
事
業
所
等
へ
広
げ
、
取
組
の
拡
大

を
図
っ
て
い
ま
す
。

バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用

内
子
町
に
お
け
る
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用

は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
向
け

た
各
種
調
査
事
業
を
経
て
、内
子
町
バ
イ
オ
マ

ス
タ
ウ
ン
構
想
を
策
定
し
、
林
業
の
六
次
化

を
含
め
た
事
業
の
中
で
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

▲内子の森づくり

▲保育園児によるエコ見回り隊
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フォーラム

①
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

町
の
面
積
の
約
８
割
を
占
め
る
山
林
の
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
に
着
目
し
た
木
質
ペ
レ
ッ
ト

の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、
当
初
、
熱
利
用
の

み
で
あ
っ
た
も
の
が
発
電
事
業
へ
と
展
開
し

て
き
ま
し
た
。

木
質
ペ
レ
ッ
ト
は
、
町
内
で
発
生
す
る
製

材
端
材
や
林
地
残
材
な
ど
を
原
料
に
製
造
し
、

学
校
や
庁
舎
な
ど
公
共
施
設
等
に
導
入
し
た

ボ
イ
ラ
ー
や
ス
ト
ー
ブ
で
の
利
用
を
進
め
る

と
と
も
に
、
温
浴
施
設
や
温
水
プ
ー
ル
、
農

業
用
ハ
ウ
ス
な
ど
で
活
用
す
る
計
画
で
積
極

的
に
導
入
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
使
用

施
設
の
増
加
に
伴
い
木
質
ペ
レ
ッ
ト
の
需
要

も
高
ま
り
、
２
０
１
０
年
度
に
は
原
木
市
場

に
隣
接
し
た
町
有
地
に
、
原
木
換
算
で
年
間

約
５
、０
０
０
ｔ
を
使
用
し
、２
、５
０
０
ｔ

の
ペ
レ
ッ
ト
を
製
造
で
き
る
設
備
が
民
間
事

業
者
に
よ
り
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
ほ
と
ん
ど
の
施
設
で
の
需
要
が
冬
季

に
偏
り
、
ま
た
、
化
石
燃
料
の
価
格
変
動
に

伴
う
需
要
の
変
動
も
あ
っ
て
、
需
要
が
安
定

し
な
い
と
い
う
課
題
も
抱
え
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、
２
０
１
５
年
に
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買
取
制
度
（
Ｆ

Ｉ
Ｔ
）
に
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
小
規
模
発
電

の
枠
が
設
け
ら
れ
、
従
来
の
大
規
模
発
電
設

備
に
対
し
て
高
い
単
価
で
電
力
買
取
価
格
が

設
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
採
算
の
面
か
ら

も
木
質
ペ
レ
ッ
ト
に
よ
る
発
電
所
建
設
が
可

能
と
な
り
、
課
題
で
あ
っ
た
ペ
レ
ッ
ト
需
要

の
増
加
と
安
定
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
２
０
１
８
年
度
に

民
間
の
合
同
会
社
に
よ
る
木
質
ペ
レ
ッ
ト
を

燃
料
と
し
た
発
電
所
（
年
間
約
８
１
１
万
ｋ

ｗ
ｈ
を
発
電　

※
一
般
家
庭
２
、
５
０
０
世

帯
分
）
が
竣
工
、
ペ
レ
ッ
ト
設
備
も
年
間
約

８
、
０
０
０
ｔ
が
製
造
で
き
る
設
備
に
改
修

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ペ
レ
ッ
ト
８
、
０
０
０
ｔ
の
製
造
に
要
す

る
木
材
は
原
木
換
算
で
約
１
６
、０
０
０
ｔ
、

１
ｔ
を
体
積
１
・
２
㎥
で
換
算
し
た
場
合
、

１
９
、
２
０
０
㎥
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

内
子
町
の
年
間
原
木
生
産
量
４
６
、
０
０
０

㎥
（
市
場
や
直
接
取
引
分
を
含
む
）
の
約
４

割
を
占
め
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
当
初
の
ペ

レ
ッ
ト
製
造
時
か
ら
間
伐
材
は
原
料
と
し
て

利
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
購
入
量
も
少
な
く

単
価
も
１
㎥
４
、５
０
０
円
と
低
調
で
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
発
電
事
業
を
通
じ
て
間
伐
材

の
利
用
も
増
加
し
、
市
場
買
取
で
１
㎥
７
、

５
０
０
円
に
上
昇
す
る
ほ
か
、
市
場
に
か
け

ら
れ
な
い
低
質
材
も
１
ｔ
７
、
０
０
０
円
で

取
引
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
に
お
い

て
、
間
伐
材
等
の
安
定
し
た
需
要
と
価
格
の

上
昇
に
よ
り
、
森
林
所
有
者
の
整
備
意
欲
の

向
上
が
図
ら
れ
る
と
同
時
に
、
森
林
整
備
に

係
る
事
業
量
の
増
加
に
伴
い
、
林
業
事
業
者

の
経
営
状
況
改
善
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
さ
ら

に
、
全
体
の
出
材
量
が
増
加
す
る
こ
と
に
よ

り
、
林
業
関
連
産
業
全
般
へ
の
好
影
響
も
期

待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
森
林
環
境
の
向
上
は

も
と
よ
り
、
地
域
内
で
の
持
続
可
能
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
循
環
に
よ
り
、
地
域
経
済
全
体
で

の
活
性
化
に
も
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

②
廃
食
油
の
利
活
用

バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
の
一
つ
に
は
、
廃
食

油
を
原
料
と
し
た
Ｂ
Ｄ
Ｆ
利
用
が
あ
り
ま

す
。
Ｂ
Ｄ
Ｆ
は
多
く
が
軽
油
の
代
替
え
燃
料

と
し
て
車
両
で
利
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く

見
ら
れ
ま
し
た
が
、
現
在
、
内
子
町
で
は
ボ

イ
ラ
ー
で
の
利
用
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
内
子
町
に
お
い
て
も
車
両
で
の
利

用
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
エ
ン
ジ
ン

性
能
の
変
遷
と
と
も
に
Ｂ
Ｄ
Ｆ
１
０
０
％
で

使
用
で
き
る
車
両
が
減
少
し
、
利
用
方
法
を

模
索
し
て
い
た
時
に
ボ
イ
ラ
ー
で
の
利
用
が

見
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。

廃
食
油
を
利
活
用
す
る
際
、
そ
の
収
集
方

法
が
課
題
と
な
り
ま
す
が
、
内
子
町
に
お
い

て
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
、そ
の
収
集
か
ら
製
造
、

販
売
ま
で
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
に
は
、
２
０
０
３
年
か
ら
内
子
町
が
取

り
組
ん
で
い
る
生
ご
み
の
分
別
収
集
と
堆
肥

利
用
に
お
い
て
、
生
ご
み
か
ら
出
る
悪
臭
対

策
の
た
め
、
愛
媛
県
が
開
発
し
た
「
え
ひ
め

Ａ
Ｉ–

１
」
と
い
う
環
境
浄
化
微
生
物
を
製

造
し
、
町
内
の
家
庭
へ
配
布
す
る
役
割
を

担
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
廃
食
油
の
回
収

▲折り重なる山並みの風景

▲�NPO法人環境NPOサン・ラブの活動風景－環境子ども
会議におけるえひめAI-1を利用した竹堆肥づくり

▲��町内の未利用間伐材をペレット燃料にして発
電する内子バイオマス発電所
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町 村 週 報 （第三種郵便物認可）

フォーラム

に
お
い
て
、
こ
の
「
え
ひ
め
Ａ
Ｉ–

１
」
を

配
布
す
る
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
一

般
家
庭
か
ら
の
廃
食
油
回
収
を
ス
ム
ー
ズ
に

進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
う
し
て
で
き
あ
が
っ
た
Ｂ
Ｄ
Ｆ
を
、
公

共
施
設
の
ボ
イ
ラ
ー
の
燃
料
と
し
て
利
用
す

る
こ
と
で
、
町
内
で
の
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル

を
進
め
る
と
と
も
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
に
も
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

さ
ら
な
る
エ
コ
ロ
ジ
ー
タ
ウ
ン
を

め
ざ
し
て

“
エ
コ
ロ
ジ
ー
タ
ウ
ン
”
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
と
と
も
に
進
め
て
き
た
内
子
町
の
ま

ち
づ
く
り
が
四
半
世
紀
を
経
過
し
た
今
、
そ

の
言
葉
を
見
直
す
と
、
そ
こ
に
は
自
然
生
態

系
の
つ
な
が
り
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
見
え

て
き
ま
す
。
内
子
町
は
こ
れ
ま
で
小
田
深
山

を
中
心
と
し
た
山
並
み
保
全
事
業
を
は
じ

め
、
身
近
な
地
域
で
の
自
然
観
察
会
や
ビ
オ

ト
ー
プ
の
整
備
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
、
内
子
町
に
は

豊
か
な
自
然
環
境
が
残
っ
て
い
る
反
面
、
高

齢
化
や
人
口
減
少
に
伴
う
土
地
利
用
の
変
化

等
に
よ
り
、
自
然
環
境
に
も
変
化
が
出
て
い

る
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。
私
た
ち
を
取
り
巻

く
自
然
の
変
化
に
気
づ
く
こ
と
で
、
私
た
ち

の
進
む
方
向
が
見
え
て
き
ま
す
。

内
子
町
は
ち
ょ
う
ど
今
、
総
合
計
画
後
期

計
画
の
策
定
中
で
あ
り
、
環
境
基
本
計
画
も

ま
た
後
期
計
画
に
向
け
見
直
し
作
業
の
真
っ

た
だ
中
で
す
（
２
０
２
０
年
１
月
現
在
）。

気
候
変
動
に
よ
る
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
よ
う
な
豪
雨
や
気
温
の
上
昇
、
そ

れ
に
伴
う
災
害
や
傷
病
と
い
っ
た
社
会
的
不

安
要
素
が
現
実
社
会
に
横
た
わ
り
、
豊
か
な

生
活
の
代
償
と
も
い
え
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
や
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
増
加
が
深
刻

な
中
、
世
界
を
あ
げ
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に

向
か
っ
た
取
組
を
進
め
、
次
世
代
に
つ
な
ぐ

こ
と
が
で
き
る
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
が

今
こ
そ
求
め
ら
れ
て
お
り
、内
子
町
も
ま
た
、

地
域
が
主
役
と
な
っ
て
住
み
続
け
る
こ
と
の

で
き
る
地
域
づ
く
り
に
臨
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
き
で
す
。
エ
コ
ロ
ジ
ー
タ
ウ
ン
を
つ

く
り
あ
げ
る
要
素
は
様
々
に
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
策
定
を
好
機
に
一
つ
ひ
と

つ
の
つ
な
が
り
を
丁
寧
に
見
つ
め
、
ほ
ぐ
し

合
い
、
結
び
付
け
な
が
ら
、
次
世
代
に
胸
の

は
れ
る
町
“
エ
コ
ロ
ジ
ー
タ
ウ
ン
内
子
”
を

め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

内
子
町
長　

稲
本　

隆
壽

都道府県 町 村 町村計 市 計 都道府県 町 村 町村計 市 計 都道府県 町 村 町村計 市 計

北 海 道 129 15 144 35 179 富 山 県 4 1 5 10 15 岡 山 県 10 2 12 15 27

青 森 県 22 8 30 10 40 石 川 県 8 0 8 11 19 広 島 県 9 0 9 14 23

岩 手 県 15 4 19 14 33 福 井 県 8 0 8 9 17 山 口 県 6 0 6 13 19

宮 城 県 20 1 21 14 35 長 野 県 23 35 58 19 77 徳 島 県 15 1 16 8 24

秋 田 県 9 3 12 13 25 岐 阜 県 19 2 21 21 42 香 川 県 9 0 9 8 17

山 形 県 19 3 22 13 35 静 岡 県 12 0 12 23 35 愛 媛 県 9 0 9 11 20

福 島 県 31 15 46 13 59 愛 知 県 14 2 16 38 54 高 知 県 17 6 23 11 34

茨 城 県 10 2 12 32 44 三 重 県 15 0 15 14 29 福 岡 県 29 2 31 29 60

栃 木 県 11 0 11 14 25 滋 賀 県 6 0 6 13 19 佐 賀 県 10 0 10 10 20

群 馬 県 15 8 23 12 35 京 都 府 10 1 11 15 26 長 崎 県 8 0 8 13 21

埼 玉 県 22 1 23 40 63 大 阪 府 9 1 10 33 43 熊 本 県 23 8 31 14 45

千 葉 県 16 1 17 37 54 兵 庫 県 12 0 12 29 41 大 分 県 3 1 4 14 18

東 京 都 5 8 13 26 39 奈 良 県 15 12 27 12 39 宮 崎 県 14 3 17 9 26

神奈川県 13 1 14 19 33 和歌山県 20 1 21 9 30 鹿児島県 20 4 24 19 43

山 梨 県 8 6 14 13 27 鳥 取 県 14 1 15 4 19 沖 縄 県 11 19 30 11 41

新 潟 県 6 4 10 20 30 島 根 県 10 1 11 8 19 合 　 計 743 183 926 792 1,718

都道府県別市町村数
（令和２年4月１日現在）

▲�川の生きもの調べ－自然観察会の一風景

9　2020年（令和 2 年） 4月 6日 第3115号

p06-09 3115 フォーラム愛媛県内子町.indd   9p06-09 3115 フォーラム愛媛県内子町.indd   9 2020/04/01   11:27:122020/04/01   11:27:12



芦
北
町

　
商
工
観
光
課
　
観
光
振
興
係

寺
川
廣
治
さ
ん

　
商
工
観
光
課
　
商
工
振
興
係

上
野
友
晴
さ
ん

　
星
野
富
弘
美
術
館
　宮
本
武
蔵
さ
ん

近
年
、
入
管
難
民
法
の
改
正
や
日
本
企

業
の
海
外
進
出
の
増
加
に
伴
い
、
青
年
海

外
協
力
隊
経
験
者
に
期
待
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

彼
ら
の
特
徴
は
、
肯
定
的
で
加
点
方
式

的
思
考
と
い
っ
た
前
向
き
か
つ
建
設
的
に

物
事
を
考
え
ら
れ
る
点
に
あ
り
、
ま
た
、

自
ら
が
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
な
っ
た
経
験
か

ら
、
多
様
性
や
多
文
化
共
生
社
会
へ
の
理

解
、
在
住
外
国
人
と
の
間
に
フ
ラ
ッ
ト
な

関
係
を
築
け
る
と
い
っ
た
点
が
あ
り
ま

す
。
地
方
自
治
体
に
こ
の
よ
う
な
人
材
が

い
る
こ
と
の
重
要
性
が
改
め
て
認
識
さ
れ

て
い
ま
す
。

熊
本
県
芦
北
町
で
は
、
今
か
ら
20
年
前

に
町
職
員
の
身
分
を
保
障
し
な
が
ら
青
年

海
外
協
力
隊
に
送
り
出
す
派
遣
条
例
を
制

定
し
、
こ
れ
に
よ
り
現
在
ま
で
３
名
の
職

員
が
参
加
。
帰
国
後
は
そ
の
経
験
を
活
か

し
な
が
ら
町
の
さ
ま
ざ
ま
な
部
署
で
活
躍

し
て
い
ま
す
。

町
民
と
海
外
を
つ
な
ぐ
架
け
橋

町
民
と
海
外
を
つ
な
ぐ
架
け
橋

平
成
13
年
に
中
米
ニ
カ
ラ
グ
ア
へ
派
遣

さ
れ
た
寺
川
廣
治
さ
ん
は
そ
の
第
一
号
。

村
落
開
発
普
及
員
の
隊
員
と
し
て
、
貧
し

い
農
村
で
の
水
道
普
及
や
家
庭
菜
園
づ
く

り
な
ど
を
指
導
し
ま
し
た
。

「
現
地
で
は
、
自
分
の
思
い
通
り
に
は

物
事
が
進
ま
ず
、
村
人
と
同
じ
目
線
に

立
っ
て
話
し
合
う
こ
と
が
と
て
も
重
要
で

し
た
。
と
に
か
く
毎
日
が
新
鮮
で
、
楽
し

か
っ
た
で
す
ね
」

村
で
は

学
校
に
行

け
な
い
子

ど
も
た
ち

に
工
作
や

絵
画
、
空

手
な
ど
も

教
え
て
い

た
寺
川
さ

ん
。
芦
北

町
か
ら
空

手
用
の
道

着
を
送
っ

て
も
ら
っ

た
こ
と
も

あ
り
ま

す
。寺

川
さ

ん
は
役
場

に
電
子

メ
ー
ル
で

活
動
写
真
を
送
っ
て
活
動
を
報
告
し
て
い

ま
し
た
。
楽
し
そ
う
な
様
子
を
見
た
上
司

は
、「
あ
い
つ
は
も
う
戻
っ
て
こ
な
い
か

も
し
れ
な
い
な
」
と
話
し
て
い
た
そ
う
で

す
。し

か
し
帰
国
後
は
、
自
分
を
送
り
出
し

て
く
れ
た
町
に
恩
返
し
を
し
よ
う
と
、
町

内
の
小
学
校
を
回
り
、
子
ど
も
た
ち
に
ニ

カ
ラ
グ
ア
の
現
状
を
伝
え
ま
し
た
。
家
族

の
た
め
に
働
く
小
学
生
が
い
る
こ
と
や
、

蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
飲
み
水
が
出
る
の
は
決

し
て
当
た
り
前
で
は
な
い
こ
と
な
ど
を
熱

く
語
っ
た
寺
川
さ
ん
。

「
直
接
伝
え
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い

ま
す
。
親
の
仕
事
や
先
生
く
ら
い
し
か
イ

メ
ー
ジ
が
な
い
中
で
、
青
年
海
外
協
力
隊

や
国
際
貢
献
と
い
う
世
界
が
あ
る
こ
と
を

身
近
な
人
か
ら
聞
き
『
私
も
行
っ
て
み
た

い
』
と
言
っ
て
く
れ
る
。
こ
ん
な
う
れ
し

い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」

現
在
は
商
工
観
光
課
で
イ
ベ
ン
ト
業
務

や
観
光
Ｐ
Ｒ
事

業
を
担
当
。
地

域
の
人
た
ち
と

同
じ
目
線
に
立

ち
、
知
恵
を
出

し
あ
っ
て
課
題

を
解
決
す
る
姿

勢
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。

先
日
、
芦
北
町
に
駐
日
ニ
カ
ラ
グ
ア
大

使
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
あ
る
町
民
が
旅

行
先
で
大
使
と
遭
遇
し
、
寺
川
さ
ん
の

行
っ
た
国
だ
と
思
っ
て
話
し
か
け
た
と
こ

ろ
、
熊
本
に
興
味
を
持
っ
た
大
使
が
芦
北

ま
で
来
て
く
れ
た
の
だ
と
か
。

寺
川
さ
ん
が
町
民
と
海
外
を
つ
な
ぐ
大

事
な
存
在
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
よ

う
で
す
。

絵画教室で教える寺川さん

業務中の寺川さん

工作教室で現地の子どもたちと寺川さん

町 村 週 報（第三種郵便物認可）
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で
き
な
い
理
由
よ
り

で
き
な
い
理
由
よ
り  

で
き
る
可
能
性
を
探
る

で
き
る
可
能
性
を
探
る

芦
北
町
で
生
ま
れ
育
ち
、
一
度
も
町
か

ら
出
な
い
ま
ま
役
場
に
就
職
し
た
上
野
友

晴
さ
ん
は
、
同
僚
の
寺
川
さ
ん
か
ら
刺
激

を
受
け
、
自
分
も
一
度
は
外
の
世
界
を
見

て
み
た
い
、と
協
力
隊
に
応
募
し
ま
し
た
。

海
外
に
詳
し
く
な
い
両
親
は
大
反
対
。
上

司
が
親
を
説
得
す
る
な
ど
周
り
の
サ
ポ
ー

ト
も
あ
り
、
平
成
18
年
に
南
米
ボ
リ
ビ
ア

に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

標
高
４
０
０
０
メ
ー
ト
ル
の
地
方
都
市

に
赴
任
し
、
井
戸
が
で
き
た
ば
か
り
の
周

囲
の
村
で
衛
生
教
育
や
生
活
改
善
な
ど
あ

ら
ゆ
る
面
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
た
上
野
さ

ん
。「村

に
行
く
に
も
誰
か
の
車
に
乗
せ
て

も
ら
い
、
現
地
で
１
週
間
過
ご
し
て
、
ま

た
帰
り
に
拾
っ
て
も
ら
う
よ
う
な
活
動
で

し
た
。
自
分
の
力
だ
け
で
は
ど
う
に
も
な

ら
な
い
こ
と
が
多
く
、
人
に
頼
る
こ
と
も

あ
り
か
な
、
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
ね
」

南
米
の
民
話
で
、
山
火
事
に
気
づ
い
た

小
さ
な
ハ
チ
ド
リ
が
一
滴
一
滴
水
を
運
ん

で
火
を
消
そ
う
と
す
る
話
が
あ
り
ま
す
。

馬
鹿
に
す
る
動
物
を
よ
そ
に
ハ
チ
ド
リ
は

一
生
懸
命
水
を
運
び
ま
し
た
。
そ
れ
を
見

て
、
一
緒
に
火
を
消
そ
う
と
動
き
出
す
動

物
が
現
れ
る
と
い
う
話
で
す
。

「
私
の
活
動
は
、
ボ
リ
ビ
ア
に
と
っ
て

大
き
な
貢
献
に
は
な
ら
な
い
け
れ
ど
、
ハ

チ
ド
リ
の
一
滴
の
よ
う
に
、
村
人
の
心
に

何
か
を
残
せ
た
と
思
い
ま
す
」

現
在
、
上
野
さ
ん
は
廃
校
を
活
用
し
た

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
誘
致
や
商
工
業

の
振
興
を
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
協
力
隊
に
参
加
し
た
お
か
げ
で
、
周

囲
と
連
携
し
て
物
事
を
進
め
る
重
要
性
を

知
り
、
困
難
な
場
面
で
も
、
で
き
な
い
理

由
を
探
す
の
で
は
な
く
、
で
き
る
可
能
性

を
探
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

地
道
な
仕
事
で
も
前
向
き
に
情
熱
を

も
っ
て
取
り
組
む
上
野
さ
ん
。
ボ
リ
ビ
ア

行
き
を
反
対
し
て
い
た
両
親
も
、
今
で
は

す
っ
か
り
ボ
リ
ビ
ア
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
た

そ
う
で
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
喜
び

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
喜
び

平
成
21
年
に
ア
フ
リ
カ
の
ガ
ー
ナ
に
派

遣
さ
れ
た
宮
本
武
蔵
さ
ん
は
、
イ
ギ
リ
ス

で
の
留
学
経
験
を
も
ち
、
国
際
交
流
に
も

興
味
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
度
は
途
上

国
で
自
分
を
高
め
て
み
た
い
と
思
い
、
応

募
し
ま
し
た
。

現
地
の
地
域
開
発
系
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
配
属
さ

れ
、
業
務
の
質
の
改
善
や
リ
ソ
ー
ス
セ
ン

タ
ー
の
整
備
、
広
報
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

の
制
作
を
行
い
ま
し
た
。

「
と
に
か
く
忙
し
い
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
、ス
タ
ッ

フ
は
行
き
先
も
告
げ
ず
に
現
場
へ
出
て
い

く
の
で
、
電
話
が
か
か
っ
て
き
て
も
『
い

ま
せ
ん
』
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
日

本
で
は
当
た
り
前
の
、
行
き
先
や
帰
社
時

間
な
ど
を
共
有
す
る
仕
組
み
を
提
案
し
ま

し
た
。
芦
北
町
で
の
仕
事
が
活
か
さ
れ
る

場
面
も
多
か
っ
た
で
す
ね
」

ガ
ー
ナ
に
い
る
間
、
イ
ギ
リ
ス
に
旅
行

に
行
っ
た
帰
り
の
空
港
で
、「
な
ぜ
ガ
ー

ナ
に
行
く
の
か
」と
聞
か
れ
た
宮
本
さ
ん
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
ガ
ー
ナ
に
住
ん
で
い
る

と
答
え
る
と
、
ガ
ー
ナ
出
身
の
空
港
職
員

が
飛
行
機
の
席
を
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
に
グ

レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
に
、
国
籍
や
人
種
を
越
え
た
人
間
同

士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
経
験
す
る

う
ち
に
、

「
自
分
は

何
で
も

で
き
る

ん
だ
」

と
思
え

る
よ
う

に
な
っ

た
宮
本

さ
ん
は
、

物
事
を

建
設
的

に
考
え

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。

現
在
は
町
立
星
野
富
弘
美
術
館
で
学
芸

員
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。

「
美
術
館
は
展
示
物
を
見
せ
る
だ
け
で

な
く
、資
料
の
保
存
や
管
理
、資
料
を
使
っ

た
教
育
の
普
及
活
動
も
大
切
な
仕
事
で

す
。
人
口
１
万
７
千
人
の
小
さ
な
町
に
美

術
館
が
あ
る
こ
と
の
意
義
を
考
え
、
小
中

学
生
や
地
域
の
教
育
の
た
め
に
美
術
館
が

で
き
る
こ
と
を
模
索
し
て
い
ま
す
。
自
分

で
考
え
実
施
し
て
い
く
仕
事
は
と
て
も
や

り
が
い
が
あ
り
、
協
力
隊
と
似
て
い
ま
す

ね
」変

化
を
嫌
い
、
新
し
い
こ
と
に
踏
み
込

め
な
い
人
々
を
ど
う
巻
き
込
む
か
、
ど
う

や
っ
て
状
況
を
突
破
す
る
か
を
考
え
て
い

る
、
と
話
す
宮
本
さ
ん
。
芦
北
町
に
ど
ん

な
風
を
吹
き
込
ん
で
く
れ
る
か
楽
し
み
で

す
。

業
務
中
の
上
野
さ
ん

業
務
中
の
宮
本
さ
ん

町 村 週 報 （第三種郵便物認可）
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南
幌
町
は
、
明
治
26
年
に
旧
角
田
藩
主

石
川
邦
光
氏
が
率
い
る
集
団
が
入
植
し
て

以
来
、
幾
多
の
水
害
と
戦
い
な
が
ら
も
先

人
た
ち
の
不
撓
不
屈
の
精
神
と
努
力
に
よ

り
、
千
歳
川
・
夕
張
川
・
旧
夕
張
川
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
た
肥
沃
で
広
大
な
田
園
風

景
の
ま
ち
へ
と
変
革
し
、
基
幹
産
業
で
あ

る
農
業
を
中
心
に
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

農
業
に
つ
い
て
は
、
水
稲
を
中
心
に
小

麦
や
豆
類
な
ど
の
畑
作
や
野
菜
の
生
産
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
農
家
人
口
は
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
が
、
先
進
的
な
大
規
模
集

約
化
や
法
人
化
へ
の
移
行
、
新
規
就
農
や

担
い
手
の
育
成
・
確
保
対
策
、
ス
マ
ー
ト

農
業
導
入
の
推
進
な
ど
、
効
率
的
で
持
続

可
能
な
農
業
へ
の
取
組
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。本

町
は
札
幌
近
郊
に
位
置
す
る
こ
と
か

ら
、
札
幌
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
南

幌
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
み
ど
り
野
の
開
発
が
進

み
、
平
成
2
年
に
5
、
６
６
５
人
で
あ
っ

た
人
口
が
平
成
10
年
に
は
１
０
、
０
０
０

人
に
達
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
人
口
減
少
に
転
じ
た
こ
と
か

ら
、
移
住
・
定
住
の
施
策
に
取
り
組
み
、

平
成
30
年
度
に
公
民
連
携
の
手
法
で
実
施

し
た
、
北
海
道
で
活
躍
す
る
建
築
家
と
、

地
域
工
務
店
の
技
術
が
創
る
「
南
幌
ら
し

い
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
・
フ
ァ
ー
ス
ト
の
暮
ら

し
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
に
加
え
、
一
定

の
ル
ー
ル
を
ク
リ
ア
し
た
高
い
性
能
を
備

え
た
住
宅
を
提
案
す
る
、
新
し
い
タ
イ
プ

の
住
宅
展
示
場
「
み
ど
り
野
き
た
住
ま
い

る
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」
の
第
1
期
分
が
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
全
国
的
に
も
事
例

の
な
い
取
組
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
札
幌

近
郊
で
移
住
を
希
望
さ
れ
る
方
の
選
択
肢

と
し
て
注
目
さ
れ
多
く
の
来
場
者
が
訪

れ
、
平
成
30
年
度
に
お
い
て
同
展
示
場
の

あ
る
地
区
へ
町
外
か
ら
16
世
帯
が
移
住
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
第
1
期
分
が
好

評
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
コ
ン
セ
プ
ト
は

そ
の
ま
ま
に
、
本
年
よ
り
第
2
期
分
の
分

譲
も
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
支
援
策
で
は
、
中
学
生
以
下
の

子
ど
も
が
い
る
世
帯
、
ま
た
は
夫
婦
と
も

に
40
歳
未
満
の
世
帯
を
対
象
と
し
た
住
宅

建
築
費
助
成
、小
学
生
の
医
療
費
無
料
化
、

学
校
給
食
の
主
食
費
用
補
助
、
中
学
生
ま

で
の
子
育
て
支
援
米
の
支
給
、
高
校
生
へ

の
通
学
費
助
成
な
ど
の
子
育
て
支
援
施
策

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
移
住
・
定
住
施
策
や
子
育
て

支
援
策
が
実
を
結
び
、
子
育
て
世
代
の
転

入
や
住
宅
建
築
が
増
加
し
人
口
減
少
も
鈍

化
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
南
幌
町
は
札
幌
市
中
心
部
か
ら

40
分
程
度
、
新
千
歳
空
港
か
ら
1
時
間
ほ

ど
と
、
自
動
車
で
人
が
来
や
す
い
環
境
に

位
置
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
本
町
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
状

況
変
化
と
し
て
、
二
つ
の
事
象
が
あ
り
ま

す
。一

つ
目
は
、
現
在
整
備
中
の
新
千
歳
空

港
と
石
狩
湾
新
港
を
結
ぶ
高
規
格
道
路
で

あ
る
道
央
圏
連
絡
道
路
の
工
事
が
本
町
の

区
域
内
に
お
い
て
も
進
め
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
完
成
が
近
づ
い
て
い
る
こ
と
。
二
つ

目
は
、
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

の
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
建
設
が
本
町
に
隣
接
す

る
北
広
島
市
に
決
定
し
、
２
０
２
３
年
の

オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

こ
の
二
つ
の
事
象
に
よ
り
、
本
町
に
お
け

る
人
と
物
の
流
れ
が
大
き
く
変
化
す
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
南
幌
町
を
取
り
巻
く
将
来

に
お
け
る
大
き
な
状
況
変
化
を
見
越
し
て

の
こ
と
か
、
こ
れ
ま
で
停
滞
し
て
い
た
企

業
誘
致
は
、
令
和
元
年
度
に
入
り
多
く
の

企
業
の
進
出
が
決
ま
り
、
工
業
用
地
の
分

譲
に
至
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
道
央
圏
連
絡
道
路
の
開
通
に
よ

り
南
幌
ラ
ン
プ
か
ら
当
該
道
路
を
利
用
し

た
場
合
、
新
千
歳
空
港
ま
で
所
要
時
間
が

25
分
程
度
ま
で
短
縮
さ
れ
る
た
め
、
本
町

の
地
理
的
な
価
値
は
さ
ら
に
高
ま
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
大
き
な
時
代
の
流
れ
を
し
っ
か
り

と
受
け
と
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の

施
策
を
着
実
に
進
行
し
て
い
き
、
30
年
後

も
今
と
変
わ
ら
ず
子
ど
も
達
の
笑
顔
が
地

域
に
あ
り
、
農
業
を
中
心
と
し
た
自
然
豊

か
な
環
境
と
暮
ら
し
や
す
さ
を
持
続
で
き

る
「
緑
豊
か
な
田
園
文
化
の
ま
ち
」
と
し

て
、ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

随  想

　三
み

好
よし

　富
ふ

士
じ

夫
お

北海道南
なん

幌
ぽろ

町長　

大きな可能性とともに、
持続させるまちづくり
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